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＿
‘
朱
鳥
改
元
と
飛
鳥
浄
御
原
宮

二
十
日

『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
朱
鳥
元
年
七
月
戊
午
条
に
次
の
よ
う
な
記
事

が
見
ら
れ
る
。

I
戊
午
、
改
レ
元
日
＿
＿
朱
鳥
元
年
＿
o

[

朱
鳥
、
此
云
二
阿
詞
美
苔
利
ー
。
〕
仇

二
十
日

名
レ
宮
日
二
飛
鳥
浄
御
原
宮
＿
。
（
天
武
紀
朱
鳥
元
年
七
月
戊
午
条
）

※
以
下
、
頭
の
番
号
は
本
論
著
者
が
整
理
の
便
宜
上
付
し
た
。

傍
線
は
本
論
著
者
に
よ
る
。
〔
〕
は
原
文
割
注
で
あ
る
。

こ
の
改
元
の
理
由
に
つ
い
て
、
『
日
本
書
紀
』
に
は
詳
し
く
書
か
れ
て
い

な
い
が
、
『
扶
桑
略
記
』
で
は
赤
い
雉
の
瑞
祥
に
よ
る
も
の
と
説
明
し
て
い

る
（
注
一
）
。
し
か
し
『
日
本
書
紀
』
に
こ
の
時
期
の
前
後
に
瑞
祥
の
記
事

は
見
ら
れ
な
い
。
『
日
本
書
紀
』
大
系
本
頭
注
で
こ
の
改
元
の
理
由
を
「
天

あ
か
み
と
り

皇
の
病
気
平
癒
を
祈
っ
て
の
こ
と
」
（
注
二
）
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
朱
鳥

元
年
（
六
九
六
）
と
い
う
年
は
、
天
武
天
皇
が
五
月
二
十
四
日
に
病
に
倒
れ
、

九
月
九
日
に
崩
御
し
た
年
な
の
で
あ
る
。
ま
た
「
朱
鳥
」
に
改
元
し
た
理

由
と
し
て
は
、
先
に
あ
げ
た
大
系
本
頭
注
に
は
「
天
皇
が
赤
色
を
重
ん
じ
、

「
飛
鳥
」

の
表
記
に
つ
い
て

ー
地
名
と
枕
詞
ー

ま
た
赤
烏
・
赤
雀
の
瑞
祥
が
し
ば
し
ば
出
現
し
た
こ
と
に
ち
な
ん
だ
も
の
」

（
注
三
）
と
も
し
て
い
る
。
天
武
天
皇
が
朱
色
を
重
ん
じ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
『
日
本
書
紀
』
大
系
本
の
補
注
（
2
8
,
二
八
）
に
、
天
武
天
皇
は
壬
申

の
乱
の
際
に
敵
味
方
の
判
別
の
た
め
自
軍
の
旗
に
赤
色
を
用
い
た
と
の
記

述
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（
注
四
）
。
瑞
祥
に
つ
い
て
は
『
延

喜
式
』
（
第
二
十
一
）
に
詳
し
く
載
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
赤
烏
・
赤
雀
は

大
瑞
・
上
瑞
・
中
瑞
・
下
瑞
の
う
ち
の
上
瑞
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。

朱
鳥
改
元
前
後
の
記
事
を
見
る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
改

元
し
た
第
一
の
理
由
は
、
天
武
天
皇
の
病
気
平
癒
に
あ
っ
た
と
考
え
て
よ

い
だ
ろ
う
。
ま
た
私
年
号
を
除
い
た
公
的
元
号
と
し
て
の
建
元
は
、
「
大
化
」

（
六
四
五
S
六
五
0
)
、
「
白
雉
」
（
六
五
O
S
六
五
四
）
、
「
朱
鳥
」
（
六
八
七
）
、
「
大

宝
」
（
七
0
1
-
七
0
四
）
と
あ
る
中
で
、
ま
だ
元
号
と
し
て
固
定
し
な
い
時

期
の
年
号
と
い
う
特
殊
さ
が
あ
る
。
ま
た
改
元
と
瑞
祥
と
の
関
係
に
つ
い

て
は
後
に
改
め
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

と
こ
ろ
で
、

I
の
記
事
に
よ
る
と
「
飛
鳥
浄
御
原
宮
」
と
い
う
宮
号
は

「
朱
鳥
」
へ
の
改
元
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
。
こ
の
二
つ
に
共
通
す
る
の

は
「
鳥
」
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
宮
号
の
「
飛
鳥
」
は
「
ア
ス
カ
」
で
は

な
く
「
ト
プ
ト
リ
」
と
よ
む
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
早
く
本
居
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

加

藤

千

恵
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さ
て
此
地
名
を
、
飛
鳥
と
書
由
は
、
書
紀
天
武
巻
に
、
十
五
年
改
レ
元

ア

カ

ミ

ト

リ

ノ

ノ

ト

カ

レ

ミ

ヤ

ノ

ナ

ヲ

ト

プ

ト

リ

ノ

ノ

ト

旦
朱
鳥
元
年
、
初
名
宮
日
二
飛
鳥
浄
御
原
宮
ー
、
【
此
飛
鳥
は
、

ト
ブ
ト
リ
ノ
と
訓
べ
し
、
こ
れ
を
ア
ス
カ
と
訓
は
非
な
り
、
其
故
は
、

シ
ル
シ

朱
鳥
の
詳
瑞
の
出
来
た
る
を
め
で
賜
ひ
て
、
年
琥
を
も
然
改
め
賜
ひ
、

ト
ブ
ト
リ

大
宮
の
琥
に
も
、
其
朱
鳥
を
取
て
、
飛
鳥
の
云
々
と
は
名
け
賜
へ
る

な
り
、
あ
す
か
と
云
む
は
、
本
よ
り
の
地
名
な
れ
ば
、
殊
更
に
、
俯

名
宮
日
、
な
ど
云
べ
き
由
な
き
を
思
ふ
べ
し
、
】
と
あ
り
て
、
大
宮
の

ト
プ
ト
リ

ト
プ
ト
リ
ノ

琥
を
、
飛
鳥
云
々
と
云
か
ら
、
其
地
名
に
も
冠
ら
せ
て
、
飛
鳥
の

ヤ

ガ

テ

ノ

ア

ス

カ

明
日
香
と
云
、
終
に
其
枕
詞
の
字
を
、
即
地
名
に
も
用
ひ
て
書
た
る

カ

ス

ガ

物

に

て

、

加

須

賀

を

春

日

と

書

例

に

同

じ

、

．

（
『
古
事
記
伝
』
第
三
十
八
、
注
五
）

こ
の
説
は
澤
潟
久
孝
氏
や
吉
永
登
氏
が
支
持
し
て
い
る
（
注
六
）
。
こ
の

宮
は
ア
ス
カ
に
あ
る
の
で
、
難
波
長
柄
豊
碕
宮
や
近
江
大
津
宮
な
ど
の
よ

う
に
、
地
名
を
宮
の
名
前
に
冠
す
る
例
か
ら
言
う
と
「
ア
ス
カ
浄
御
原
の

宮
」
で
あ
る
。
ー
に
は
「
朱
鳥
」
と
「
飛
鳥
浄
御
原
宮
」
と
に
関
係
が
あ

る
と
述
べ
て
い
る
の
だ
が
、
「
浄
御
原
」
と
「
朱
鳥
」
の
関
係
が
不
明
な
の

で
、
表
記
か
ら
見
て
、
「
朱
鳥
」
と
関
係
す
る
の
は
「
飛
鳥
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
を
「
ア
ス
カ
」
で
は
な
く
「
ト
ブ
ト
リ
」

と
読
む
こ
と
に
よ
り
、
「
朱
鳥
」
と
の
関
わ
り
が
強
く
な
る
の
で
あ
る
。

枕
詞
「
飛
ぶ
鳥
の
」
の
用
例
は
記
紀
歌
謡
に
は
な
く
、
『
万
葉
集
』
中
に

の
み
見
ら
れ
る
。

…
（
下
略
）

．．． 

B
m
m
即
町
和
か
叩

5

な
が
れ
ふ
ら
ば
ふ

流
獨
経

…
（
下
略
）

．．． 
（
②
-
九
四
／
柿
本
人
麻
呂
・
河
嶋
皇
子
挽
歌
）

と

ぶ

と

り

の

あ

す

か

の

か

は

の

か

み

つ

せ

に

い

し

ば

し

わ

た

し

い

し

な

み

し

も

つ

せ

に

c
飛

鳥

明

日

香

乃

河

之

上

瀬

石

橋

渡

[

-

云

石

浪

〕

下

瀬

う
ち
は
し
わ
た
す

打
橋
渡

D
…
（
上
略
）

．．． 

に
は
に
た
た
ず
め

庭
立
住

E
・
・
・
（
上
略
）

．．． 

略
）
…

（
②
-
九
六
／
柿
本
人
麻
呂
・
明
日
香
皇
女
挽
歌
）

叫
町
記
島
叫
知
叫

m
m釦
記
年
紀
配
釦
町

…
（
下
略
）
・
：
（
⑯
三
七
九
一
／
竹
取
翁
の
歌
）

訂

釦

釈

尉

か

尉

か

畔

印

虹

…

（

下

（
⑥
九
七
一
／
高
橋
虫
麻
呂
）

A
S
D
は
「
ア
ス
カ
」
に
か
か
る
例
、
E
は
そ
れ
以
外
の
例
で
あ
る
。

特
に
「
ア
ス
カ
」
に
か
か
る
例
の
う
ち
、
A
S
C
は
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）

以
降
の
歌
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
A
は
題
詞
に
和
銅
三
年

（七一

O
)
二
月
の
歌
と
あ
り
、

B
は
河
嶋
皇
子
の
斃
去
記
事
が
『
日
本
書

（
①
七
八
＇
一
書
云
太
上
天
皇
御
製
）

か

み

つ

せ

に

お

ふ

る

た

ま

も

は

し

も

つ

せ

に

上

瀬

年

生

玉

藻

者

下

瀬

尿

と

ぶ

と

り

の

あ

す

か

の

さ

と

を

お

き

て

い

な

ば

き

み

が

あ

た

り

は

み

え

ず

か

A
飛

鳥

明

日

香

能

里

乎

置

而

伊

奈

婆

君

之

営

者

不

所

見

香

も

あ

ら

む

き

み

が

あ

た

り

を

み

ず

て

か

も

あ

ら

む

聞
安
良
武
〔
一
云
君
之
営
乎
不
見
而
香
毛
安
良
武
〕

二
、
「
ア
ス
カ
」
に
か
か
る
枕
詞
「
飛
ぶ
鳥
の
」
に
つ
い
て
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紀
』
の
持
統
五
年
（
六
九
一
）
五
月
条
に
、

C
は
明
日
香
皇
女
の
斃
去
記
事

が
『
続
日
本
紀
』
の
文
武
四
年
（
七
0
0
)
四
月
条
に
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る。

D
の
成
立
年
代
は
不
明
だ
が
、
そ
の
歌
序
中
に
『
遊
仙
窟
』
の
影
響

が
見
ら
れ
る
た
め
、
少
な
く
と
も
そ
の
成
立
よ
り
渕
る
こ
と
は
で
き
な
い

（
注
七
）
。
ま
た
E
は
高
橋
虫
麻
呂
の
歌
で
あ
る
の
で
朱
鳥
元
年
以
降
の
歌

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
五
首
は
す
べ
て
朱
鳥
元
年
以
降
の
歌
だ
と
い

え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
ア
ス
カ
」
に
か
か
る
枕
詞
「
飛
ぶ
鳥
の
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
代
表
的
な
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、
次

の
よ
う
に
な
る
。

◎
栄
鳥
と
い
剥
哨
引
を
う
け
て
、
飛
鳥
の
浄
御
原
宮
と
、
飛
鳥
の
詞

も
、
此
時
は
し
め
て
名
付
け
ら
れ
た
る
を
、
所
の
名
を
明
日
香
と
い

へ
は
、
こ
れ
よ
り
し
て
、
と
ふ
鳥
の
あ
す
か
と
も
い
ひ
、
飛
鳥
を
お

さ
へ
て
、
あ
す
か
と
も
よ
む
照
、

（
契
沖
『
萬
葉
代
匠
記
』
初
稿
本
、
「
と
ふ
鳥
の
」
の
項
、
注
八
）

◎
あ
す
か
て
ふ
烏
の
名
を
明
日
香
の
地
に
い
ひ
か
け
て
、
と
ぶ
と
り

と
は
置
し
な
る
べ
し
、

（
賀
茂
真
淵
『
冠
辞
考
』
巻
六
「
と
ぶ
と
り
の
」
の
項
、
注
九
）

◎
枕
詞
「
飛
鳥
」
の
地
名
「
あ
す
か
」
へ
の
か
か
り
か
た
に
つ
い
て

も
、
朝
ま
た
は
朝
明
に
飛
ぶ
鳥
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
と
に
し
て
、
飛
~

鳥
の
朝
乃
至
朝
明
の
意
で
、
類
似
の
音
を
も
つ
地
名
「
あ
す
か
」
に

賛
用
い
た
も
の
で
あ
る
（
井
手
至
氏
「
「
飛
鳥
」
考
」
、
注
十
）

◎
昔
か
ら
ア
ス
カ
に
「
飛
鳥
」
の
文
字
を
当
て
る
習
慣
が
あ
り
、
「
飛

鳥
の
明
日
香
」
と
い
う
枕
詞
が
あ
っ
た
の
で
、
書
紀
の
編
者
が
、
引

の
理
由
な
い
し
起
源
を
「
朱
鳥
」
の
年
号
に
付
会
し
た
一
種
の
起
源

醤
で
あ
り
…
（
中
略
•
I
を
引
用
）
•
•
•
ア
ス
カ
キ
ヨ
ミ
ハ
ラ
の
皇
居
名

を
「
飛
鳥
」
の
文
字
面
か
ら
、
「
朱
鳥
」
の
元
号
に
付
会
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。（
土
橋
寛
氏
「
古
代
歌
謡
と
飛
鳥
」
、
注
十
一
）

以
上
の
よ
う
な
枕
詞
「
飛
ぶ
鳥
の
」
の
発
生
に
つ
い
て
の
諸
説
の
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
ま
ず
『
代
匠
記
』
の
説
は
I
の
記
事
を
そ
の

ま
ま
理
解
し
た
説
で
、
先
に
引
い
た
本
居
宣
長
も
採
用
し
て
い
る
説
で
あ

る
。
『
冠
辞
考
』
の
説
に
つ
い
て
は
、
あ
す
か
鳥
と
ア
ス
カ
の
地
の
関
係
が

不
明
で
あ
る
こ
と
、
あ
す
か
と
い
う
鳥
の
存
在
が
不
明
で
あ
る
と
い
う
部

分
に
不
安
が
あ
る
。
井
手
氏
の
説
に
つ
い
て
は
、
「
飛
ぶ
鳥
の
朝
（
朝
明
）
」

の
用
例
が
確
認
で
き
な
い
た
め
に
、
「
飛
ぶ
鳥
」
と
「
朝
」
の
関
係
の
傍
証

を
示
す
こ
と
が
で
き
て
も
枕
詞
・
被
枕
詞
の
関
係
が
立
証
で
き
な
い
の
で
、

類
音
の
ア
ス
カ
に
係
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
難
し
い
。
土
橋
氏
の
説
に
つ

い
て
は
、
枕
詞
の
起
源
説
話
を
こ
の
時
期
の
改
元
に
付
会
す
る
こ
と
の
重

要
性
が
あ
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
で
不
安
が
あ
る
。

以
上
の
諸
説
の
中
で
、
私
は
『
代
匠
記
』
の
説
を
支
持
し
た
い
。
枕
詞

「
飛
ぶ
鳥
の
」
が
見
ら
れ
る
の
は
朱
鳥
元
年
以
降
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え

て
「
飛
鳥
」
の
表
記
が
朱
鳥
元
年
以
降
に
見
ら
れ
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、

朱
鳥
改
元
に
よ
る
「
飛
鳥
浄
御
原
宮
」
の
宮
号
命
名
が
枕
詞
「
飛
ぶ
鳥
の
」
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の
成
立
の
根
拠
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
か
ら
で
あ
る
。

枕
詞
「
飛
ぶ
鳥
の
」
に
つ
い
て
は
先
に
見
た
よ
う
に
朱
鳥
元
年
を
遡
る

も
の
は
な
か
っ
た
。
次
に
「
飛
鳥
」
の
表
記
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

三
、
「
飛
鳥
」
を
「
ア
ス
カ
」
と
読
む
こ
と

『
万
葉
集
』
中
の
「
ア
ス
カ
」
と
い
う
語
は
、
歌
の
中
に
三
十
六
例
、

標
目
・
題
詞
・
左
注
な
ど
に
十
二
例
、
全
四
十
八
例
あ
る
。
表
記
は
「
明

日
香
」
「
飛
鳥
」
「
阿
須
可
」
「
安
須
可
」
の
四
種
類
が
あ
る
。
用
例
数
は
「
明

日
香
」
が
三
十
八
例
、
「
飛
鳥
」
が
八
例
、
「
阿
須
可
」
「
安
須
可
」
が
各
一

例
で
あ
る
。
分
布
を
表
で
示
す
と
、
下
の
表
「
『
万
葉
集
』
中
の
「
ア
ス
カ
」

の
表
記
分
布
一
覧
」
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
う
ち
「
飛
鳥
」
の
用
例
に
つ
い
て
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

F右検1一山上憶良大夫類衆歌林一日飛鳥岡本宮御宇天皇元年

己丑九年丁酉十二月己巳朔壬午天皇大后幸二干伊豫湯宮-.•. 

（下略）・：（①八左注）

G:（上略）．．． 亦日遠飛鳥宮御宇雄朝嬬稚子宿祢天皇廿三年
春三月甲午朔庚子木梨軽皇子為太子一容姿佳麗見者自感

同母妹軽太娘皇女亦艶妙也云々遂窯通乃悟懐少息廿四年

夏六月御羮汁凝以作レ氷天皇異之トニ其所由ート者日

有丙乱羞親々相奸乎云々仇移l一太娘皇女伊豫一者・・・（下

略）・：（②九〇左注）

十二十九十八十七十六＋五＋四十三十ニ十ー 十九八七六五四三ニー 喜

3 3 

＇ ＇ 
明

1 1 

日

3 2 2 1 4 1 1 5 7 2 歌

香

1 1 雇

＇ 眉飛
2 1 1 1 1 歌

鳥

1 1 骨

2 

>皐 歌

ヽ~~ 

《
表
・
『
万
葉
集
中
の
「
ア
ス
カ
」
の
表
記
分
布
一
覧
』
〉
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M
・・・（上略）

（下略）

L
 
.•. 

（上略）

に
は
に
た
た
ず
め

庭
立
住

あ
す
か
が
は

k
飛
鳥
川

ふ
る
さ
と
の

I
古
郷
之

も裳あす
か
が
は

J
飛
鳥
川

か
む
く
だ
し

神
下

い
ま
せ
ま
つ
り
し

座

奉

之

・
・
・
（
下
略
）
…

と
ぶ
と
り
の

飛
鳥

H
・・・（上略）…

き
よ
み
の
み
や
に

浄
之
宮
休（
②
-
六
七
／
柿
本
人
麻
呂
・
草
壁
皇
子
挽
歌
、
注
十
三
）

あ

す

か

は

あ

れ

ど

あ

を

に

よ

し

な

ら

の

あ

す

か

を

み

ら

く

し

よ

し

飛
鳥
者
雖
有
青
丹
吉
平
城
之
明
日
香
乎
見
築
思
好

（
⑥
九
九
二
／
大
伴
坂
上
郎
女
）

み

づ

ゆ

き

ま

さ

り

い

や

ひ

け

に

こ

ひ

の

ま

さ

ら

ば

あ

り

か

つ

ま

し

じ

水

往

増

弥

日

異

患

乃

増

者

在

勝

申

自

（
⑪
二
七

0
二
／
作
者
未
詳
）

な

づ

さ

ひ

わ

た

り

こ

し

も

の

を

ま

こ

と

こ

よ

ひ

は

あ

け

ず

も

ゆ

か

ぬ

か

奈

川

柴

避

越

来

信

今

夜

不

明

行

哉

（
⑫
二
八
五
九
／
人
麻
呂
歌
集
）

あ

す

か

を

と

こ

が

な

が

め

い

み

ぬ

ひ

し

く

ろ

く

つ

さ

し

は

き

て

飛

鳥

壮

蚊

諜

禁

縫

為

黒

沓

刺

楓

而

・
・
・
（
下
略
）
…（

⑯
三
七
九
一
•
D
と
重
複
／
竹
取
翁
の
歌
）

け

ふ

け

ふ

と

あ

す

か

に

い

た

り

お

く

と

も

お

く

な

に

い

た

り

今

日

々

々

跡

飛

鳥

ホ

到

雖

置

々

勿

ホ

到

…

（
⑯
三
八
八
六
．
乞
食
者
の
歌
）

F
の
例
は
朱
鳥
元
年
以
前
の
記
事
で
『
類
棗
歌
林
』
の
引
用
で
あ
る
が
、

表
記
は
『
万
葉
集
』
編
纂
時
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
朱
鳥
元
年

以
前
の
表
記
で
あ
る
と
は
断
言
で
き
な
い
。

G
は
『
日
本
書
紀
』
を
引
用

し
て
い
る
が
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
『
日
本
書
紀
』
で
は
「
飛
鳥
」
の
表

記
に
統
一
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
表
記
が
古
い
例
を
示
す
と
は
限
ら
な
い
。

H
は
作
者
が
柿
本
人
麻
呂
で
あ
り
作
歌
年
代
も
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
朱

鳥
元
年
以
後
と
な
っ
て
い
る
。
ー
は
大
伴
坂
上
郎
女
の
活
動
時
期
と
歌
中

の
「
平
城
之
明
日
香
」
か
ら
平
城
遷
都
後
（
朱
烏
元
年
以
降
）
の
歌
で
あ
る

た
か
て
ら
す

高
照

ひ

の

み

こ

は

日
之
皇
子
波

と
ぶ
と
り
の

飛
鳥
之

こ
と
が
わ
か
る
。

J
は
成
立
年
代
が
未
詳
だ
が
、
巻
十
一
の
収
録
歌
の
作

歌
年
代
か
ら
い
っ
て
朱
鳥
元
年
を
遡
る
こ
と
は
難
し
い
（
注
十
四
）
。

K
の

人
麻
呂
歌
集
歌
の
成
立
年
代
は
諸
説
あ
り
、
天
武
年
間
に
ま
で
渕
る
可
能

性
は
あ
る
が
、
朱
鳥
元
年
を
さ
か
の
ぼ
る
確
た
る
例
と
は
な
り
得
な
い
（
注

十五）。

L
は
D
と
同
じ
用
例
な
の
で
、
朱
鳥
元
年
以
降
の
歌
で
あ
る
こ
と

は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

M
の
成
立
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
巻
＋

六
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
朱
鳥
元
年
よ
り
下
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
（
注
十
六
）
。
以
上
の
よ
う
に
、
『
万
葉
集
』
中
の
歌
で
、

確
実
に
朱
鳥
元
年
以
前
だ
と
言
え
る
も
の
は
な
い
。

次
に
『
万
葉
集
』
以
外
の
用
例
で
、
朱
鳥
元
年
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
「
飛

鳥
」
表
記
例
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
考
え
る
べ
き
は
金
石
文
で
あ
る
。
金
石
文
は
偽
作
で
な
い
限
り
成

立
時
の
確
か
な
作
と
言
い
得
る
か
ら
で
あ
る
。
『
古
京
遺
文
注
釈
』
に
よ
る

と
、
金
石
文
の
「
ア
ス
カ
」
の
例
は
全
部
で
八
例
で
、
そ
の
う
ち
「
飛
鳥
」

表
記
は
六
例
あ
る
。
金
石
文
の
「
ア
ス
カ
」
の
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

※
（
）
内
は
『
古
京
遺
文
注
釈
』
の
番
号
と
行
数
を
示
す
。

(

a

)

船
首
王
後
墓
志
（
⑥
表
3
、
⑥
裏
1
)
「
阿
須
迦
宮
治
天
下
天
皇
之

朝
」
「
阿
須
迦
天
皇
」
、
戊
辰
年
（
天
智
七
）
埋
葬
と
の
記
載
あ
り
。

(
b
)
小
野
朝
臣
毛
人
墓
志
（
⑦
表
2
)
「
飛
鳥
浄
御
原
宮
治
天
下
天
皇
」
、

丁
丑
年
（
天
武
六
・
注
十
七
）
の
記
載
あ
り
。

(

C

)

采
女
氏
埜
域
碑
（
⑨
1
)

「
飛
鳥
浄
原
大
朝
庭
」
、
己
丑
年
（
持
統

三
）
の
記
載
あ
り
。

(
d
)
那
須
直
章
提
碑
（
⑪
1
)

「
飛
鳥
浄
御
原
大
宮
」
、
庚
子
年
（
文
武
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四
）
卒
去
の
記
載
あ
り
。

(

e

)

長
谷
寺
銅
版
法
華
説
相
図
銘

(
[
5
]
2
6
)
「
飛
鳥
清
御
原
大
宮
治

天
下
天
皇
」
、
「
歳
次
降
婁
漆
兎
上
旬
」

(11
戌
年
七
月
上
旬
）
と
の
記
載

あ
り
、
戌
年
に
つ
い
て
は
朱
鳥
元
年
・
文
武
二
年
の
二
説
が
あ
る
。

(
f
)
法
隆
寺
観
音
菩
薩
造
像
記
(

[

7

]

表
2
)
「
飛
鳥
寺
」
、
甲
午
年
（
持

統
八
）
の
記
載
あ
り
。

(
g
)
美
努
岡
万
墓
志

(
[
1
0
]
1
)
「
飛
鳥
浄
御
原
天
皇
御
世
」
、
天
平

二
年
の
記
載
あ
り
。

こ
の
う
ち
飛
鳥
浄
御
原
宮
を
表
す
も
の
以
外
の
「
飛
鳥
」
表
記
は

(
f
)

の
「
飛
鳥
寺
」
一
例
で
、
成
立
は
朱
鳥
元
年
を
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
。

次
は
『
古
事
記
』
・
『
日
本
書
紀
』
で
あ
る
。
し
か
し
記
紀
に
お
い
て
地

名
「
ア
ス
カ
」
は
全
て
「
飛
鳥
」
の
文
字
に
統
一
さ
れ
て
い
る
の
で
（
注

十
八
）
、
編
纂
の
際
に
表
記
の
統
一
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

金
石
文
と
記
紀
の
例
で
、
注
意
す
べ
き
表
記
は
「
飛
鳥
寺
」
で
あ
る
。

飛
鳥
寺
は
別
名
元
興
寺
・
法
興
寺
と
も
言
わ
れ
、
『
日
本
書
紀
』
・
『
元
興
寺

縁
起
』
に
よ
る
と
崇
峻
元
年
（
五
八
八
）
の
創
建
と
な
っ
て
い
る
。
『
日
本

書
紀
』
の
「
飛
鳥
寺
」
の
用
例
は
、
全
部
で
十
七
例
見
ら
れ
る
。
こ
の
寺

の
呼
称
の
新
旧
に
つ
い
て
福
山
敏
男
氏
は
「
飛
鳥
寺
」
が
古
い
呼
称
で
あ

り
、
特
に
天
智
十
年
条
以
前
に
見
ら
れ
る
「
（
大
）
法
興
寺
」
の
称
は
「
後

世
の
編
纂
に
な
る
記
録
に
よ
っ
た
も
の
及
び
後
世
の
記
録
に
捜
り
つ
A

も

書
紀
の
編
者
が
書
き
換
へ
た
も
の
」
と
し
て
お
ら
れ
る
（
注
十
九
）
。
し
か

し
、
ど
の
名
称
が
古
い
も
の
か
を
考
え
る
と
き
に
同
じ
文
献
か
ら
根
拠
を

提
出
す
る
こ
と
は
、
名
称
の
新
旧
の
立
証
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
確
か
に
こ
の
寺
の
名
称
の
現
存
す
る
確
実
な
例
は
金
石
文
の
「
飛

鳥
寺
」
の
表
記
で
あ
る
が
、
『
元
興
寺
縁
起
』
中
の
「
丈
六
光
銘
」
を
引
用

し
て
い
る
部
分
の
「
元
興
寺
」
の
名
称
は
現
存
し
な
い
な
が
ら
も
金
石
文

を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
が
信
頼
で
き
れ
ば
「
元
興
寺
」
の

名
称
が
新
し
い
も
の
と
は
言
い
切
れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

「
飛
鳥
」
表
記
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
以
上
を
総
合
す
る
と
、
「
飛
鳥
」

の
表
記
で
確
実
に
朱
鳥
元
年
を
渕
る
も
の
が
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
注

意
す
べ
き
な
の
は
「
飛
鳥
寺
」
だ
が
、
表
記
と
し
て
朱
鳥
元
年
を
潮
る
も

の
は
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
注
意
し
た
い
の
は
I
I
S
I
V
の
記
事
で
あ
る
。

II
五
月
甲
子
、
畿
内
七
道
諸
国
郡
郷
名
、
着
二
好
字
ー
。
其
郡
内
所
レ
生
、

銀
銅
彩
色
草
木
禽
獣
魚
虫
等
物
、
具
二
色
目
ー
、
及
土
地
沃
壻
、
山
川

原
野
名
号
所
由
、
又
古
老
相
伝
旧
聞
異
事
、
載
二
干
史
籍
一
言
上
。

二

日

（
『
続
日
本
紀
』
巻
第
六
元
明
天
皇
和
銅
六
年
五
月
甲
子
条
）

m凡
諸
國
ノ
部
内
ノ
郡
里
等
ノ
名
。
拉
―
―
用
ー
ー
ニ
字
ー
必
取
ー
ー
嘉
名
ー
。

（
『
延
喜
式
』
巻
二
十
二
民
部
省
上
）

W
・・（上略）

．．． 

〔
本
名
沙
部
云
。
後
、
里
名
依
二
改
乞
子
二
字
注
l

、
為
二

安
相
里
ー
。
〕
（
『
播
磨
国
風
土
記
』
餅
磨
郡
安
相
里
）

II
は
行
政
地
名
の
改
正
と
風
土
記
撰
進
の
詔
で
あ
る
。
「
好
字
」
は
「
ニ
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字
」
で
あ
る
こ
と
が

m
.
Wの
資
料
か
ら
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
と
「
飛
鳥
」

の
表
記
に
は
関
係
が
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

「
飛
鳥
」
の
表
記
が
直
接
「
ア
ス
カ
」
の
音
に
つ
な
が
る
事
は
難
し
い
。

よ
っ
て
こ
の
表
記
が

IIswの
理
由
に
よ
っ
て
一
般
化
・
固
定
化
し
た
と

し
て
も
、
「
飛
鳥
」
の
表
記
に
「
ア
ス
カ
」
の
音
が
あ
て
は
ま
る
何
ら
か
の

理
由
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。
現
在
残
る
資
料
の
範
囲
で
考
え
ら
れ
る

の
は
、
枕
詞
「
飛
ぶ
鳥
の
」
で
あ
る
。
土
橋
氏
も
地
名
表
記
「
飛
鳥
」
と

枕
詞
「
飛
ぶ
鳥
の
」
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。

ア
ス
カ
と
い
う
地
名
の
語
源
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
そ

れ
を
「
飛
鳥
」
と
表
記
す
る
理
由
は
、
前
述
の
よ
う
に
天
武
朝
に
こ

と
ぷ
と
り

の
表
記
が
出
現
し
、
持
統
朝
に
定
着
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
「
飛
鳥

の
明
日
香
の
里
」
と
い
う
表
現
も
持
統
朝
に
出
現
し
、
そ
の
作
者
が

柿
本
人
麻
呂
と
持
統
天
皇
で
あ
る
こ
と
（
後
述
）
を
考
慮
す
る
と
、

歴
史
的
必
然
性
の
あ
る
文
字
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

（
土
橋
氏
『
持
統
天
皇
と
藤
原
不
比
等
』
、
注
二
十
）

枕
詞
と
地
名
表
記
の
ど
ち
ら
が
先
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
事
に
関
す
る

文
献
は
残
ら
な
い
（
注
二
十
一
）
。
し
か
し
、
枕
詞
「
飛
ぶ
鳥
の
」
と
地
名

表
記
「
飛
鳥
」
に
は
深
い
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
廣
岡
義
隆
氏
は
、
枕
詞
が
特
定
の
被
枕
詞
を
修
飾

す
る
う
ち
に
被
枕
詞
が
枕
詞
自
体
に
取
り
込
ま
れ
て
い
く
現
象
、
す
な
わ

ち
「
被
枕
摂
取
」
に
つ
い
て
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
注
二
十
二
）
。
「
飛
ぶ
鳥
の

ア
ス
カ
」
の
場
合
、
枕
詞
「
飛
ぶ
鳥
の
」
が
必
ず
地
名
「
ア
ス
カ
」
を
修

飾
す
る
と
い
う
関
係
に
よ
っ
て
、
漢
字
表
記
「
飛
鳥
」
に
地
名
の
読
み
で

あ
る
「
ア
ス
カ
」
が
定
着
し
て
い
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ
う
。

問
題
は
、
枕
詞
「
飛
ぶ
鳥
の
」
が
出
現
し
た
理
由
と
い
う
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
宮
号
命
名
と
の
関
わ
り
が
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
再
び
「
飛
鳥
浄
御
原
宮
」
へ

枕
詞
「
飛
ぶ
鳥
の
」
が
現
れ
た
理
由
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
、
や
は
り

ー
の
朱
鳥
改
元
と
「
飛
鳥
浄
御
原
宮
」
の
宮
号
の
問
題
に
戻
ら
な
く
て
は

な

ら

な

い

。

．

こ
の
宮
号
命
名
の
問
題
点
は
、
①
元
号
を
「
朱
鳥
」
と
命
名
し
た
理
由

が
は
っ
き
り
し
な
い
、
②
宮
号
命
名
の
時
期
が
遅
い
、
と
い
う
事
で
あ
る
。

「
飛
鳥
浄
御
原
宮
」
と
い
う
宮
号
自
体
は
、
舒
明
二
年
（
六
三
O
)
正
月

十

二

日

戊
寅
条
か
ら
宮
号
命
名
記
事
ま
で
に
、
あ
わ
せ
て
五
例
が
見
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
但
し
こ
れ
は
記
事
の
時
点
で
「
飛
鳥
浄
御
原
宮
」
の
号
が
あ
っ
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
金
石
文
に
関
し
て
も
宮
号
命
名
記
事

を
朔
る
も
の
は
な
い
（
注
二
十
三
）
。
『
万
葉
集
』
中
の
用
例
は
、
巻
ニ
・
一

六
二
番
歌
（
天
武
天
皇
挽
歌
）
の
「
明
日
香
能
清
御
原
乃
宮
」
と
巻
ニ
・
一

六
七
番
歌
（
草
壁
皇
子
挽
歌
）
の
「
飛
鳥
之
浄
之
宮
」
で
両
方
と
も
朱
鳥
元

年
を
糊
ら
な
い
。

②
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
泉
隆
雄
氏
が
、
「
八
世
紀
の
諸
宮
の
例
か
ら
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み
る
と
、
宮
号
は
、
造
営
開
始
当
初
、
あ
る
い
は
遷
宮
・
遷
都
直
後
に
命

名
す
る
の
が
一
般
的
で
、
や
は
り
浄
御
原
宮
の
遷
宮
か
ら
十
四
年
後
の
命

名
は
異
例
と
い
う
べ
き
」
と
し
て
、
こ
の
「
飛
鳥
浄
御
原
宮
」
命
名
遅
延

の
理
由
と
し
て
、
こ
の
正
式
な
宮
号
以
前
に
別
の
通
称
的
な
宮
号
が
使
わ

れ
て
い
た
と
の
仮
説
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
（
注
二
十
四
）
。
ま
た
、
飛
鳥
浄

御
原
宮
が
飛
鳥
板
蓋
宮
の
上
層
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
仮
の
宮
と
の
性
質
が

強
く
特
に
名
を
付
け
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

①
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
改
元
の
理
由
は
天
武
天
皇
の
病
気
平
癒
を
祈

願
す
る
も
の
、
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
が
、
な
ぜ
「
朱
鳥
」
な
の
だ
ろ
う

か
。
赤
色
と
天
武
天
皇
と
の
関
わ
り
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
壬
申
の
乱
の

際
の
エ
ピ
ゾ
ー
ド
が
あ
り
、
ま
た
天
武
天
皇
が
自
ら
を
漢
の
高
祖
に
擬
し

た
と
い
う
井
上
通
泰
氏
の
説
（
注
二
十
五
）
と
も
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
。
鳥

に
つ
い
て
は
、
赤
い
鳥
の
瑞
祥
が
多
か
っ
た
か
ら
と
の
説
が
あ
る
が
、
天

武
朝
の
瑞
祥
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、
確
か
に
鳥
の
瑞
祥
は
十
四
例
と
多
く

見
ら
れ
る
が
、
鳥
の
色
は
白
が
四
例
、
赤
が
二
例
と
い
う
よ
う
に
、
白
の

方
が
多
い
。
色
は
と
も
か
く
、
天
武
朝
で
瑞
祥
と
い
え
ば
「
鳥
」
と
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
よ
っ
て
「
朱
」
は
天
武
天
皇
の
好
ん

だ
色
で
あ
る
こ
と
、
「
鳥
」
は
天
武
朝
の
瑞
祥
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

持
統
天
皇
が
夫
天
武
天
皇
の
病
気
平
癒
の
祈
り
を
込
め
て
「
朱
鳥
」
と

改
元
し
、
そ
れ
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
「
ト
プ
ト
リ
ノ
キ
ヨ
ミ
ハ
ラ

ノ
ミ
ヤ
」
と
い
う
宮
号
に
よ
っ
て
柿
本
人
麻
呂
が
枕
詞
「
飛
ぶ
鳥
の
」
を

成
立
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
枕
詞
が
人
麻
呂
に
始
ま
る
も
の
だ
と

い
う
こ
と
は
、
持
統
天
皇
と
人
麻
呂
の
文
化
的
関
係
を
考
え
る
上
で
た
い

へ
ん
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

《
注
》

注
一
・
『
扶
桑
略
記
』
第
五
天
武
天
皇
条
に
は
、
「
＋
五
年
丙
戌
。
大
倭
国
進
二
赤
雉
一
。

初
七
月
。
改
為
二
朱
烏
元
年
1
0

」
と
あ
る
。

二
十
日

注
ニ
・
天
武
紀
朱
鳥
元
年
七
月
戊
午
条
「
朱
鳥
元
年
」
の
注
。

注
三
・
注
二
に
同
じ
。
天
武
年
間
の
赤
い
烏
類
の
瑞
祥
に
つ
い
て
は
、
天
武
六
年
十
一

十

日

月
朔
条
に
赤
烏
献
上
の
記
事
が
、
天
武
九
年
七
月
癸
未
条
に
朱
雀
出
現
の
記
事
が
見

ら
れ
る
。

注
四
・
『
万
葉
集
』
巻
ニ
・
一
九
九
番
・
高
市
皇
子
挽
歌
、
『
古
事
記
』
序
文
、
天
武
紀

二

日

元
年
七
月
辛
卯
条
に
見
ら
れ
る
。

注
五
・
引
用
文
中
の
一
ー
は
原
本
細
註
を
示
す
。
テ
キ
ス
ト
は
『
本
居
宣
長
全
集
』

第
十
二
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
四
年
三
月
）
。

注
六
・
澤
潟
久
孝
氏
「
枕
詞
を
通
し
て
見
た
る
人
麻
呂
の
獨
創
性
」
（
『
萬
葉
の
作
品
と

時
代
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
一
年
三
月
）
。
吉
永
登
氏
「
ト
プ
ト
リ
ノ
明
日
香
」
（
初

発
・
『
橿
原
考
古
学
研
究
所
論
集
』
創
立
三
十
五
周
年
記
念
号
、
一
九
七
五
年
十
二

月
。
所
収
・
『
万
葉
ー
そ
の
探
求
』
、
現
代
創
造
社
、
一
九
八
一
年
四
月
）
。

注
七
・
『
遊
仙
窟
』
の
成
立
は
『
上
代
文
学
研
究
事
典
』
（
お
う
ふ
う
、
一
九
九
六
年
五

月
。
「
遊
仙
窟
」
の
項
担
当
・
芳
賀
紀
雄
氏
）
に
よ
る
と
六
七
0
年
代
後
半
か
ら
六

八
0
年
代
前
半
と
考
え
ら
れ
、
伝
来
の
時
期
に
つ
い
て
は
「
大
宝
元
年
（
七
0
1
)

任
命
の
、
粟
田
真
人
を
執
節
使
と
す
る
第
七
次
遣
唐
使
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
蓋

然
性
が
高
い
。
一
行
は
、
翌
年
に
出
発
し
、
慶
雲
元
年
（
七
0
四
）
と
四
年
（
七
0
七）
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に
分
か
れ
て
帰
国
」
と
し
て
お
り
、
正
確
な
と
こ
ろ
は
不
明
だ
が
、
年
代
が
判
明
し

て
い
る
引
用
の
初
例
は
巻
五
の
「
沈
病
自
哀
文
」
（
天
平
五
年
〈
七
三
三
〉
作
）
で

あ
る
。

注
八
・
テ
キ
ス
ト
は
『
契
沖
全
集
』
第
一
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
一
月
）
。

注
九
・
テ
キ
ス
ト
は
『
賀
茂
真
淵
全
集
』
第
八
巻
（
続
郡
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
八

年
六
月
）
。

注
十
•
井
手
至
氏
「
「
飛
烏
」
考
」
（
『
万
葉
』
第
七
九
号
、
一
九
七
二
年
五
月
）
。

注
十
一
・
士
橋
寛
氏
「
古
代
歌
謡
と
飛
烏
」
（
『
明
日
香
村
史
』
中
巻
、
明
日
香
村
史
刊

行
会
、
一
九
七
四
年
三
月
）
。

注
十
二
•
こ
の
二
例
は
東
歌
で
あ
る
た
め
、
東
国
に
「
ア
ス
カ
川
」
と
い
う
川
が
あ
っ

た
か
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
加
藤
静
雄
氏
は
『
万
葉
東
歌
の
世
界
』
（
美
夫
君
志
リ

プ
レ
、
塙
書
房
、
二

0
0
0
年
二
月
）
の
中
で
「
大
和
の
明
日
香
川
を
見
聞
き
し
て

知
っ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
人
麻
呂
歌
を
聞
き
知
っ
て
い
た
東
国
人
が
、
東
国
で
歌

っ
た
も
の
」
と
し
て
お
ら
れ
る
。

注
十
三
・
「
飛
烏
之
」
の
部
分
の
、
『
校
本
萬
葉
集
』
に
よ
る
校
異
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ア
ス
カ
ノ
鉗
・
類
・
紐
（
漢
字
左
朱
）
・
司
（
青
）
・
知
（
青
）
・
別
（
青
）
．

劉
（
全
訓
朱
）
．
酬
・
寛

ト
フ
ト
リ
ノ
劇
（
平
仮
名
付
訓
で
）
・
紐
・
副
（
漢
字
左
）
．
莉
（
諸
）

ア

ス

カ

ノ

ヽ

綱

／

訓

な

し

副

（

本

文

）

注
十
四
・
大
系
本
『
万
葉
集
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
万
葉
集
』
三
、
岩
波
書
店
、

一
九
六

0
年
十
月
）
の
各
巻
の
解
説
・
巻
十
一
・
十
二
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

・
・
・
（
上
略
）
…
（
左
注
を
信
用
す
る
と
）
巻
十
一
、
十
二
と
も
奈
良
時
代
初
期

の
歌
を
含
む
こ
と
と
な
る
。
尤
も
以
上
は
あ
く
ま
で
左
注
が
信
用
出
来
た
場
合

の
こ
と
で
あ
る
が
、
歌
風
か
ら
見
て
も
、
両
巻
の
歌
を
明
日
香
•
藤
原
か
ら
奈

良
前
期
ま
で
の
も
の
と
す
る
推
測
は
、
お
そ
ら
く
誤
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

．．． 

（
下
略
）
…

注
十
五
•
こ
の
歌
は
、
人
麻
呂
歌
集
の
中
で
は
「
略
体
」
（
阿
蘇
瑞
枝
氏
、
「
人
麻
呂
集

の
書
式
を
め
ぐ
っ
て
」
、
『
万
葉
』
第
二

0
号
、
一
九
五
六
年
七
月
）
に
当
た
り
、
人

麻
呂
の
宮
廷
生
活
時
代
ま
た
は
そ
れ
以
前
の
歌
だ
そ
う
だ
が
、
人
麻
呂
の
経
歴
の
詳

細
は
未
詳
で
あ
る
た
め
、
朱
烏
元
年
を
遡
る
と
は
確
定
で
き
な
い
。

注
十
六
・
大
系
本
『
万
葉
集
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
万
葉
集
』
四
、
岩
波
書
店
、

一
九
六
二
年
五
月
）
の
各
巻
の
解
説
・
巻
十
六
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

・
・
・
（
上
略
）
…
歌
の
制
作
年
代
は
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
な
い
が
、
歌
わ
れ

た
地
名
や
、
作
者
の
生
存
時
代
か
ら
、
明
日
香
•
藤
原
時
代
に
遡
る
も
の
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
下
限
は
澤
蕩
久
孝
博
士
説
で
は
天
平
十
六
年
、
武
智
雅

一
氏
説
で
は
神
護
景
雲
元
年
以
後
で
、
大
き
な
開
き
が
あ
る
が
、
今
の
段
階
で

は
確
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
と
思
う
。

注
十
七
・
「
丁
丑
年
」
が
天
武
六
年
を
示
し
朱
烏
元
年
を
遡
る
事
に
つ
い
て
『
古
京
遺

文
注
釈
』
で
は
、
こ
の
墓
誌
は
追
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

注
十
八
・
「
飛
烏
」
は
、
『
古
事
記
』
に
四
例
、
『
日
本
書
紀
』
に
四
十
五
例
見
ら
れ
る
。

「
明
日
香
」
や
仮
名
書
き
例
は
な
い
。

注
十
九
•
福
山
敏
夫
氏
「
飛
鳥
寺
の
創
立
に
関
す
る
研
究
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第
四
五
巻

1
0
号
、
一
九
三
四
年
十
月
）
。

注
二
十
・
土
橋
寛
氏
『
持
統
天
皇
と
藤
原
不
比
等
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
四
年
六

月
）
。
引
用
文
中
の
「
前
述
」
と
は
本
論
で
も
行
っ
て
い
る
金
石
文
の
検
討
で
あ
り
、

「
後
述
」
と
は
結
論
の
み
述
べ
る
と
巻
一
・
七
八
（
本
論
中
A
の
歌
）
の
実
作
者
を
持
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統
天
皇
と
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

注
二
十
一
•
本
田
義
憲
氏
は
「
万
葉
歌
人
と
飛
鳥
」
（
井
上
光
貞
・
門
脇
禎
二
編
『
古

代
を
考
え
る
飛
鳥
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
一
月
）
に
お
い
て
地
名
表
記

「
飛
鳥
」
が
枕
詞
「
飛
ぶ
鳥
の
」
に
先
行
し
た
と
言
及
し
て
い
る
。

注
二
十
ニ
・
廣
岡
義
隆
氏
「
あ
か
ね
さ
す
紫
野
ー
枕
詞
に
お
け
る
被
枕
摂
取
と
隔
語
修

飾
に
つ
い
て
ー
J

(
『
蒲
生
野
』
第
二
六
号
、
一
九
九
四
年
五
月
）
。

注
二
十
三
•
主
な
も
の
は
「
ア
ス
カ
」
例
の
部
分
を
参
考
の
こ
と
。

薬
師
寺
東
塔
擦
銘
（
⑫
1
)

「
清
原
官
駅
宇
天
皇
」
、
天
武
崩
御
の
事
と
「
大
上

天
皇
」
の
表
記
あ
り
。

粟
原
寺
鑢
盤
銘
（
⑰
3
)
「
大
倭
國
浄
美
原
宮
治
天
下
天
皇
」
、
和
銅
八
年
の
記

載
あ
り
。

注
二
十
四
・
今
泉
隆
雄
氏
「
「
飛
鳥
浄
御
原
宮
」
の
宮
号
命
名
の
意
義
」
（
初
発
・
「
飛

鳥
浄
御
原
宮
」
の
宮
号
に
つ
い
て
、
『
日
本
歴
史
』
第
四
四
四
号
、
一
九
八
五
年
五

月
。
所
収
・
『
古
代
宮
都
の
研
究
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
十
二
月
）
。

注
二
十
五
•
井
上
通
泰
氏
「
天
武
天
皇
紀
闇
幽
」
（
『
歴
史
地
理
』
第
五
四
巻
三
号
、
一

九
二
九
年
九
月
）
。

《
テ
キ
ス
ト
・
参
照
文
献
》

日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
上
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
三
月

『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
十
二
巻
『
扶
桑
略
記
』
吉
川
弘
文
館

初
版
・
一
九
三
二
年
五
月
、
新
装
版
第
一
刷
・
一
九
九
九
年
八
月

鶴
久
氏
•
森
山
隆
氏
編
『
萬
葉
集
』

お
う
ふ
う
、
初
版
・
一
九
七
二
年
四
月
、
補
訂
版
・
一
九
七
七
年
五
月

[
か
と
う
ち
え

日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
事
記
祝
詞
』

新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
』
一

『
校
訂
延
喜
式
』
上
巻

臨
川
書
店
、
初
版
・
一
九
三
一
年
一
月
、
復
刻
版
・
一
九
九
二
年
六
月

新
日
本
古
典
文
学
全
集
『
風
土
記
』
小
学
館
、
一
九
九
七
年
＋
月

『
古
京
遺
文
注
釈
』
桜
楓
社
、
一
九
八
九
年
二
月

日
本
思
想
大
系
『
寺
社
縁
起
』
（
『
元
興
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
』
）

岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
十
二
月

《
参
考
文
献
》

大
井
重
二
郎
氏
『
飛
鳥
古
京
』
立
命
館
出
版
部
、
一
九
四
三
年
六
月

福
井
久
蔵
氏
著
・
山
岸
徳
平
氏
編
『
新
訂
増
補
枕
詞
の
研
究
と
繹
義
』

有
精
堂
、
一
九
六

0
年
二
月

門
脇
禎
二
氏
『
飛
鳥
そ
の
古
代
史
と
風
土
』
日
本
放
送
出
版
会
、
一
九
七

0
年
十
月

『
明
日
香
村
史
』
上
巻
明
日
香
村
史
刊
行
会
、
一
九
七
四
年
八
月

斉
藤
忠
氏
『
古
代
朝
鮮
・
日
本
金
石
文
資
料
集
成
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
七
月

岩
城
隆
利
氏
『
増
補
元
興
寺
編
年
史
料
』
上
巻
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
十
二
月

工

n
ー
ル
・
ド
・
ロ
イ
ヤ
ル
古
代
日
本
を
考
え
る
『
古
代
飛
鳥
と
奈
良
を
考
え
る
』

学
生
社
、
一
九
八
五
年
一
月

飛
鳥
資
料
館
図
録
第
一
五
冊
『
飛
鳥
寺
』
飛
鳥
資
料
館
、
一
九
八
六
年
三
月

門
脇
禎
二
氏
『
飛
鳥
古
京
古
代
び
と
の
舞
台
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
十
二
月

八
木
充
氏
『
研
究
史
飛
鳥
藤
原
京
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
十
一
月

二
0
0
二
年
三
月
、
大
学
院
修
了
]

岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
六
月

岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
三
月
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	｢飛鳥｣ の表記について ー地名と枕詞-
	さて此地名を､飛鳥と事由は､書紀天武巻に､十五年改レ元
	紀』の持続五年(六九こ五月条に､Cは明日香皇女の亮去記事
	の成立の根拠である可能性が極めて高いからである｡
	H…(上略)… 神下 座奉之 高照 日之皇子渡
	四)卒去の記載あり｡
	字｣であることがⅢ･Ⅳの資料からわかる｡このことと｢飛鳥｣
	みると､宮号は､造営開始当初､あるいは遷宮･遷都直後に命
	に分かれて帰国｣としており､正確なところは不明だが､年代が判明し
	統天皇とする､ということである｡

